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1．指数関数型   

J（ズ）＝αeXp（ズ）＋み  

2．対数関数型   

J（ズ）＝αlog（ズ）＋ウ  

このとき，一対比較行列に逆数性（reciprocal）を仮  

定する場合には，叫／叫≧1の要素について系統  

的な誤差を導入し，その対称要素の値にはその逆  

数を使用するものとする．   

系統的な誤差がある場合に，固有ベクトル法を  

使用したときの誤差行列における係数は，例えば  

行列－1（指数関数型），行外2（対数関数型）のように  

なる．   

行列－1（指数関数型）  

1．誤差行列と推定法  

一対比較行列をA＝（叫）としたとき，あるウェ  

イト推定法で求めたウェイトを動とすると，そ  

の誤差行列β＝（毎）をつぎのように定義する．  

ノヽ  
毎＝勒   

この誤差行列は，もとの一対比較行列（旬）と同  

じ固有値を持つが，ウェイトの推定法が一般的に  

使用される固有ベクトル法のときは，その行和は  
すべて一定値（最大固有値入max）となる．このとき  
の誤差行列における最大固有備に対応する固有ベ  

クトルの各要素は，すべて同じ値である．ウェイ  

ト推定法が左固有ベクトル法【3】である場合，その  

推定ウェイトは，一対比較行列の転置行列におけ  

る固有ベクトルの要素の逆数である．このときに  

は，誤差行列の列和がすべて一定値（入max）となる．  

幾何平均法でウェイトを推定した場合は，誤差行  

列の各行の要素の積がすべて一定値（1）となる．   

このように，誤差行列には一対比較行列に含ま  

れる誤差の影響が現われると共に．そのウェイト  

推定法による影響も現われることになる．   

2．系統的な誤差との関係  

一対比較行列に含まれる誤差が，系統的な誤差の  

場合たっいて考える．ここでの系統的な誤差は，  

一対比較値の大きさによって変化するような誤差  

であり，比較値叫／叫をある関数で変換して一対  

比較値が決ることを想定し，これにより生じる誤  

差のことである．   

叫＝／（wf／叫）  

言い換えれば，評価者が一対比較してその値を数  

値化して表を埋める際に，値をある関数により変  

換してから記入することによる誤差である．   

系統的な誤差を表す関数Jとしては，つぎよう  

なものを考える．  

1．0001．0081．0121．0121．0070．9990．9880．975  

0．9921．0001．0071．0101．009l．0030．9950．985  

0．9880．9931．0001．（氾71．009l．0071．0020．995  
0．9880．9900．9931．（氾01．（犯71．0091．0081．005  

0．9930．9920．9910．9931．（氾01．008 

1．0010．9970．9930．9910．9921．0（X）1．0101．016  

1．0131．0050．9980．9920．9890．9901．0（氾1．014  

1．0261．0161．0050．9950．9880．9840．9871．000  

行列－2（対数関数型）  

1．0000．9860．9780．9780．9850．9991．0221．054  

1．0151．0000．9880．9830．9850．993・1．0081．030  

1．0221．0121．0000．9900．9860．9880．9951．008  

1．0231．0171．0101．（氾00．9910．9860．9860．989  

1．0161．0161．0141．0101．（氾00．9890．9810．976  

1．0011．0071．0121．0141．0111．0000．9850．971  

0．9790．9921．0051．0141．0191．0151．0（氾0．977  

0．9490．9710．9921．0111．0251．0301．0241．000  

これらは，項目数〝＝8パ巧＝（乃⊥f＋1）／乃，α＝  

1，あ＝0としたときの誤差行列である．したがっ  

て，パターン的には図－1となる．これらの係数  

のパターンは，ウェイトの推定法を代えても大き  

な違いは生じない．よって，このパターンを利用  

することにより，その系統的な誤差におけるパラ  

メータd，みを推定することが可能である．  
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．があると，・、  
1  

入max≧－・  
Jト  

（3（声再・1／師  

巾26）I  

となるこ また，・このような矛盾がある場合，推定  

方法によ’りその推定ウェイトゐ性質も大昔く変わ  

る・例えば，真のウェイトをwl＝W2 

． 

比較行列  

指数関数型  対数関数型  

図1・：誤差行列の係数のパターン  

また，1より大きくなるすべての要素を関数七変  
換するのでなく’，◆ある．項目に関する要素だけ（1  
より大きい）大きくなる誤羞パターンを考える．  
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1  1●  J（叫．／叫）．f＝た  

叫／叫 f≠た  
αり＝  

このような誤差の場合，その誤差が含まれた項目  

（た）を境にして，推定ウェイトが大きくなるもの  

と，小さくなるものに分かれる．  

例：項目数6，た＝3，／（ズ）＝4ズにおける誤差行列  

1 1・ 1・1‥・ 

が与えられたものとする．このとき，最大固有値  

i；対応する固有ベクトルは，  

∫1＝ズ2＝ズ3＝〝，   

J4＝■…＝ズ〃＋3＝入m。X－1－αrl／q（＝〝）  

となる．よって，・固有ベクトル法の推定ウェイト  

みと真のウェイトwとの差と，■左固有づクトル法  

による推定ウェイトみとの差は，  

llみ－Wlt2 3J↓＋〃2   

「  

1．0001．000 2．072 0．755 0．755 0．755  

1．000 

0．483 0．4831．0001．4571．45711．457  

1．3251．325 

1．3251．325 0．6861．0001．0001．000  

1．3251．325 0．6861．0001．0001．000  
llみ－W】】2 ■乃〝＋3乃  

という関係になり，わ＞3であるならば左固有ベ  

ク・トル法がよいことが分かる．（注：幾何平均法な  

らば真のウェイトと一致する．）  

4．まとめ  

誤差行列は，その一対比較行列に対して推定ウェ  

イトを使用した後の残差行列と解釈レてよいので，  

この行列の特徴を調べることにより，その一対比  

較における誤差の含ま町方を推定することが可能  

である．この時御ま，使用したウェイト推定法に  

より違いが変わる部分もあるので，そのウェイト  

推定法の特徴を調べることも可能であるJ  
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他の幾何平均法や一般平均法などを利用する場合  

は，そのウェイト推定鱒一対比較行列の各行．の値  

の卑から計算されるので，この誤孝の影響で第た  

項目のウェイトだけ大きくなるが，一般的な固有  
値法や転置行列を使用する左固有ベクトル法の場  

合には，その影響が他のウェイトに準及する・  

3」一対比較ヒおける矛盾  

一対比掛こおいて，つぎのような明かな矛盾を生  
じている場合がある．  

（1去 1／α  ）  

α．1／β．  

1 γ  

1／γ 1・   

，α，β，γ＞1  

このときよく知られた推定ウェイトを使用した場  

合には，誤差行列にもこの矛盾は残ること■になる．  

このような矛盾は，固有ヘクトル碍を使用した場  

合の誤差行列において，行和が向じ値になるめで  

必ず存在する．誤差行列の最大固有値は，．矛盾を  

生じている部分の影響を受けるため，一対比較行  

列の部分行列に上記のような矛盾する部分（3×3）  

－ 99 －   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




